
混合気体の圧力

全圧………………混合気体の圧力

分圧………………一つの成分気体だけを、混合気体と同温、同体積にしたときに示す圧力

全圧＝分圧の和

Ｐ＝ＰＡ+ＰＢ+ＰＣ+ ………

例）空気

空気 窒素Ｎ２ 酸素Ｏ２

５atm ＝ （ ４ ）atm ＋ （ １ ）atm

１atm ＝ （ 0.8 ）atm ＋ （ 0.2 ）atm

ドルトンの分圧の法則

混合気体の圧力(全圧)は、各成分気体の分圧の和に等しい。

Ｐ全圧＝ＰＡ+ＰＢ+ＰＣ+ ………の証明

気体の状態方程式より

Ｐ全圧 × Ｖ ＝（ｎ Ａ ＋ｎ Ｂ ＋ｎ Ｃ＋………）× Ｒ× Ｔ

∴

＝ ＰＡ + ＰＢ + ＰＣ + ……

∵ ＰＡ×Ｖ ＝ｎ Ａ × Ｒ× Ｔ ∴

P
全圧

＝
ｎＡ ･Ｒ･Ｔ

Ｖ
+

ｎＢ ･Ｒ･Ｔ

Ｖ
+

ｎＣ ･Ｒ･Ｔ

Ｖ
+ ……

P
A ＝

ｎＡ･Ｒ・Ｔ

Ｖ

（No ６）

分圧問題の解法

その１…………分圧を求める場合（全圧から分圧を求める場合）

分圧＝全圧×モル分率 より分圧を求める。

その２…………分圧から全圧を求める場合

分圧から全圧を求める問題では、成分気体の定義（一つの成分気体だけを、

混合気体と同温、同体積にしたときに示す圧力）より、

そして、分圧の和から全圧を決定する。

その３…………気体の状態方程式から全圧を求め、その全圧から分圧を求める場合

気体Ａ，気体Ｂ, 気体Ｃ ………の混合気体の圧力Ｐ（全圧）を

ＰＶ ＝（ｎ Ａ ＋ｎ Ｂ ＋ｎ Ｃ＋………）ＲＴ より求め

分圧＝全圧×モル分率より分圧を求める。

（問）Ｈ２ 2mol，Ｏ２ 3molの混合気体が容器中で10atmを示す。

Ｈ２ ，Ｏ２ の各分圧を求めなさい。

Ｐ Ｈ２ ＝ Ｐ（全圧）×Ｈ ２のモル分率 ＝ 10 × ＝（ 4 ）atm

Ｐ Ｏ２ ＝ Ｐ（全圧）×Ｏ ２のモル分率 ＝ 10 × ＝（ ６ ）atm

この関係は、単なる比例関係である。

全モル数 ＝ Ｈ２のモル数 ＋ Ｏ２のモル数

５mol ＝ 2mol ＋ 3mol

１０ atm ＝ （ ４ ）atm ＋ （ ６ ）atm

Ｐ（全圧） ＝ Ｐ Ｈ２ ＋ Ｐ Ｏ２

∵ ＴとＶが一定ならば、Ｐはｎに比例する。
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ボイル・シャルルの式

を用いて、分圧を求める。
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